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年齢を表す「齢」という字は「年⻭（としは）」とも書き、⻑寿への願望
がこめられた⾔葉である。また、『論語』には「没⻭（ぼっし）」という
⾔葉があり、寿命が尽きることを意味している。古来より健康と⻑寿は
⼈々の最⼤の関⼼事であり、その達成のために⾃分の⻭を保つことがもっ
とも重要であることが認知されていたのである。⼝腔は⾷や感染の⼊り⼝
であり、⾎管、消化管、気管等を介して全⾝の臓器とつながっているため、
⼝腔機能の低下や⼝腔内の感染は全⾝の重⼤疾患に影響を及ぼす。⼝腔と
全⾝の関係の究明は、当研究部創設以来の重要なミッションである。我々
は現在、加齢に伴う⼝腔の変化を病理組織学、免疫学、細菌学の視点から
総合的・統合的に解析を⾏っている。また、その制御による新しい⼝腔の
健康増進法の開発を⽬指している（⻑寿医療研究開発費21-6、第⼀三共ヘル
スケアとの共同研究等）。さらに、⼝腔の健康と認知機能の関連性を臨床
研究やマウスを⽤いた解析で明らかにしつつある（基盤研究B、AMED、ラ
イオン⻭科衛⽣研究所との共同研究等）。
本セミナーでは、臨床研究から明らかになりつつある⼝腔と脳の関連性に
ついて解説するとともに、低分⼦化合物を応⽤した⼝腔および脳の⽼化制
御の可能性について報告したい。


